
A l - F e - N i - S i 系フィン材合金の開発について報告する。

概　要　高強度，高熱伝導性を満たした自動車熱交換器用アルミニウ∵ Al-Mn系（3000

系）合金は，同条件で引張強度約110 MPa，導電率は約40％ IACSである。本フィン材は，純アル

ホ ¥俥











再結晶粒径は5 mm以上に粗大化している。

3.2節で述べたように，熱交換器用フィン材の再結晶粒径は

本開発フィン材のように粗大であることが望ましい。本開発フ

ィン材の再結晶粒径が粗大な理由は，図 10に示したように，

約5μm以上のサイズの金属間化合物がほとんど存在しないため

と考えられる。分散粒子のサイズが約5μm以上であると，その

周辺にひずみを蓄えて再結晶核生成サイトとなることが多い。

したがって本開発フィン材はDC法によるフィン材と比較し

て，再結晶の核生成サイトが少ないと思われる。また，一方で

本開発フィン材には1μmより小さい金属間化合物が多数存在

している。このような分散粒子は，アルミニウム合金が再結晶

するときにサブグレインや結晶粒界が移動するのを妨げると考

えられている。本開発フィン材は再結晶の核生成サイトが少な

く，また結晶粒界の移動が妨げられることによって，高温まで

再結晶が遅延し，その結果ろう付加熱後に粗大な再結晶組織に

なると考えられる。
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